
４月１６日（水）の朝、つきのわ駅方面に登校指導に出向くと、月の輪小学校の１年生児童が、植物の鞘

を手にしていました。「それは何ですか？」と尋ねると、「カラスノエンドウです」と明瞭に答えてくれま

した。続く会話の中で、カラスノエンドウは天ぷらなどにして食べることができること、しかし、野に自生

しているものなのでむやみに口にしない方がよいこと、食糧危機などの際に食べた方がよいこと等を次々に

教えてくれました。「どうして植物が好きになったの？」と尋ねると、お父さんがキノコが好きだったので

自分もキノコが好きになったこと、するとお父さんがキノコの図鑑を買い与えてくれたこと、キノコから植

物に興味の対象が広がったこと、今では植物図鑑を７冊持っていること等を教えてくれました。児童の受け

答えはハキハキしており、とても説明が上手でした。児童との会話を通して というテーマが

頭に浮かんできました。

この季節になると、巣を出入りするアリを見かけることが多いと思います。思わずその動きに気を取られ

て、つい見入ってしまった覚えがたいていの人にあるのではないでしょうか。特に子どもの頃には、巣を出

入りするアリに魅せられて長い時間をつぶした経験があるに違いないと思います。子どもは、いつでも虫や

自然が好きなのです。 という言葉があります。幼い頃からの自然とのふれあいによって

子どものみずみずしい感受性や五官を刺激することができます。「沈黙の春」で有名なレイチェル・カーソ

ンは、「センス・オブ・ワンダー（神秘さや不思議さに目を見はる感性）」の重要性を指摘し、「子どもた

ちが出会う事実ひとつひとつが、やがて知識や知恵を生みだす種子だとしたら、さまざまな情緒や豊かな感

受性は、この種子をはぐくむ肥沃な土壌です。幼い子ども時代は、この土壌を耕すときです」と述べていま

す。また、「この感性は、やがて大人になるとやってくる倦怠と幻滅、わたしたちが自然という力の源泉か

ら遠ざかること、つまらない人工的なものに夢中になることなどに対する、かわらぬ解毒剤となるのです」

とも述べています。各種調査結果（「子どもの体験活動の実態に関する調査研究」等）は、自然体験が人間

の成長や精神的な発達に大きな影響を与えることを示し、カーソンの主張を支持しています。

また、豊かな自然体験はことばを豊かにし、想像力を高めていきます。「蝉しぐれ」「たそがれ清兵衛」

などで知られる藤沢周平（1927-1997)の作品の魅力の一つに、単なる風景描写にとどまらない、登場人物の
感情や心情と深く結びついた自然描写があります。冒頭に紹介した文章から藤沢の卓越した自然描写力は、

幼い頃の自然体験に裏打ちされたものであることが分かります。都市化が進んだ現代においては、藤沢のよ

うな豊かな自然体験は難しいかも知れませんが、身近な道端や公園でもちょっと注目して探してみると草木

や昆虫などいろいろな生き物がいることが分かります。「ちょっとした工夫で自然体験はできる」･･･紹介

した児童は、そのよいモデルなのではないでしょうか。
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自然は人間の苗床
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